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Ḳ ṇ ṕ Ṗ

ṇ

代表 代表取締役 八尾 行俊

本社 京都市上京区

創立 1960 年（昭和35年）6月10日

従業員数 2,355 名（2022 年11月1日現在）

設立 1963 年（昭和38年）9月26日

売上高 592 億円（2022 年10月期）

拠点数
19カ国、54カ所
(国内事業所25カ所、海外事業所29カ所)

グリコヘモグロビン分析装置
アダムス A1c HA -8190V

全自動尿定性分析装置
オーションマックス AX-4061

グルコカード PRIME GT-7510
グルコカード W

唾液検査用装置 SiLL-Ha

グルコース
分析装置

thinka
BS-7110

Automated Dry Chemistry Analyzer
SPOTCHEM D-Concept 2c SD -4830



Ḳּפ ṇ

臨床検査機器・試薬開発で培った医療分野での専門性を活かし、

臨床試験などによりエビデンス（有効性）を証明した機能性食品素材

（サプリメント原料）の開発を行っています。

古来から食品として親しまれているハーブや果物などの成分に

新しい価値を見出し、製品化しています。
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¸

¸

¸ 素材の開発、研究

¸ ヒト試験実施

¸ ヒト試験データ解析

ṇ ṇ פּ ṇ

住所 〒601 -8046 京都府京都市南区東九条西山町

電話 050 -5830 -1040 （当部署代表）

ifia /HFE2025
@

【2008 年】
פּ ṇ  

業界初！糖尿病の自己管理やお勉強ができる
ニンテンドーDS® 用ソフト

ḭקּ
︢

ḱ טּ



פּ ṇ Ḳ

4

ṇ

AG ṇ MIX

ṇ
פּ

ṇ

ṇ

︣שּ

BiHaDa make

פּ

BiMaJo make

ṇ

Egao make

・食品素材はいずれも弊社オリジナル製品であり、ヒト試験・安全性試験実施済み。

・サプリメント製品は弊社食品素材を配合した製品となります。

https://ebn2.arkray.co.jp/cryptobeta/
https://ebn2.arkray.co.jp/biletin/
https://ebn2.arkray.co.jp/rapten/
https://ebn2.arkray.co.jp/satonaceil/
https://ebn2.arkray.co.jp/agherbmix/
https://karada-lab.kyoto/products/bihada-make-120%E7%B2%92
https://karada-lab.kyoto/products/bimajo-make
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︡ ḭ

ṇ

ṇ

פּ

פּ ¬͡ - º

פּ



פֿ
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︡ ¬ º

טּ ṇ

ṇ

・糖化とは？糖化の影響とは？

・糖化への対策、製品設計

・効果について

・アプリケーションについて



︣ ṏ

・加熱することにより糖と

タンパク質が結合し、

パンに焦げ目がつきます。

│  de▪fi♅◄▬☺fi◓-

ṇ

ṥ Ṧ

・ צּ する

ことをメイラード反応と呼ぶ。

・食品ではうまくコントロールし

食品を美味しくするため、

頻繁に使用されています。

・糖質の入っていない場合、

同じ熱をかけても焦げにくく

なります。

Ḳ ךּ Ḳ ךּ

Ḳ60 %

Ḳ20 %

Ḳ15 %

Ḳ5%

פּ ︡

צּ

תּ Ḯ

!?Ḳ Ḵ

כֿ צּ וֹפּ

שּ Ḯ

http://ameblo.jp/glycation/image-10379117025-10294391322.html


︣תּ

AGEs

※1：堀井ら, エイジングの化粧学（早稲田大学出版部）

※2：ポーラプレスリリース（2010 年4月）

※3：テレビ朝日「みんなの家庭の医学」（2012 年5月放送）

ẑ2

︢ וֹ ẑ3

ךּ ẑ1

─ ∟╞∫≤™™https://www.meg-snow.com/hone-goodstory/knowledge/basic/2022-08-10

骨の健康応援－骨ちょっといい話－

https://www.meg-snow.com/hone-

goodstory/knowledge/basic/

（参照2022 -08-10）

!?Ḳ

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/about_foods_with_function_claims/pdf/150810_1.pdf
https://www.meg-snow.com/hone-goodstory/knowledge/basic/
https://www.meg-snow.com/hone-goodstory/knowledge/basic/
https://www.meg-snow.com/hone-goodstory/knowledge/basic/
https://www.meg-snow.com/hone-goodstory/knowledge/basic/
https://www.meg-snow.com/hone-goodstory/knowledge/basic/


 

AGEs

髪 質 低 下
ḱ

ḱ

ḱ ḭ

ḱ ︣תּ

ḱ

ḱ

ḱ

骨粗しょう症
ḱ

ḱ

ḱ

卵子・不妊
ḱ ḭ

ḭ

ḱ

ḱ

ḱ

アルツハイマー病
ḱ

ṕ ͡ Ṗ口 腔 環 境 悪 化
ḱ

ḱ

AGEs

Advanced

Glycation

End  product s
ṥ Ṧ

体内で余分な糖がタンパク質と結合し

צּ し、

ṡAGEsṢּצ Ḯ

!?Ḳ ḱAGEs
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4 χ₤›М˔У

AGМ˔УMIX

どの植物が糖化を抑える力が強いのか、

さらに、

いくつかのAGEs生成抑制効果を測定、

効率よくAGEsを抑制する組合・配合を検討

多成分が含まれるよう

植物系統樹にて

近縁種ではなく

遠い品種を選定。

AGEs

ṥ Ṧ

ṥ Ṧ

ṇ ṇ

ṥ Ṧ

ṥ Ṧ

ḱ260 פּ

ḱ פּ

Ḳ100mg Ṍ600mg/

性状：淡黄色～褐色の粉末

特異なエキス臭を有する

製品荷姿：1kg （アルミ袋）

食品表示例：混合ハーブエキス

（デキストリン、ドクダミ、セイヨウ

サンザシ、ローマカミツレ、ブドウ葉）

ḱ ḱ

ṕ 5144534 Ṗ

ḱ

ḱ

ḱ

ḱ
推奨摂取量の5倍量を4週間連続摂取し、

身体測定および尿・血液検査を実施。

コラーゲンやプロテイン、納豆やシシャモ

など風味の強い原料とAGハーブMIXを

併用することで、食品由来の風味を

マスキングします。

Ḳ ḱ

製品外観



ЌрОϼל

AGEs
ᴟ▀

糖化反応糖化反応

︢ ḭ

AGEs וֹ ḭשּ

Ḯ

4 χ₤›М˔У

AGМ˔УMIX

糖 化糖 化

抑制抑制

AG MIX

ḱ AGEsḭ

AGEs

ḱ AGEs

ḱ

ḱ

ḱ

ḱ

ḱ

ḱ

ḱ ṇ

ḱ

ḱ קּ

ḱ

קּ

ḱ

過去に実施したヒト試験6回、

モニター試験2回

ヒト試験についてはいずれも

論文化しております。

ₒx ⱢכⱩ◄◐☻─ ⌐╟╢ ≤─ ⱪꜝ☿Ⱳ fiꜝ♄ⱶ  Glycative Stress Res. 2016; 3 (4): 236-245

ṥ Ṧ

ṇ

 －プラセボ対照二重盲検

ランダム化並行群間比較試験 －

Glycative Stress Res. 2016; 3 (4): 236 -245

ₒxGSR♦#1 ♃כAGⱢכⱩ MIXGlycative Stress Res. 2019; 6 (4): 227-229

ṥ Ṧ

GSR ṇ  #1 ：AG ハーブ MIX

Glycative Stress Res. 2019; 6 (4): 227 -229

https://www.toukastress.jp/we
bj/article/2016/GS16 -19J.pdf

Ṯ ṯ

https://www.toukastress.jp/we
bj/article/2016/GS16 -19.pdf

Ṯ ṯ

https://www.toukastress.jp/w
ebj/article/2019/GS19 -33J.pdf

Ṯ ṯ

https://www.toukastress.jp/w
ebj/article/2019/GS19 -33.pdf

Ṯ ṯ

https://ebn2.arkray.co.jp/wp-content/uploads/2020/11/AGherbMIX_catalogue.pdf
https://ebn2.arkray.co.jp/wp-content/uploads/2020/11/AGherbMIX_catalogue.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19J.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19J.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19J.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19J.pdf
https://ebn2.arkray.co.jp/wp-content/uploads/2020/11/AGherbMIX_catalogue.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2016/GS16-19.pdf
https://ebn2.arkray.co.jp/wp-content/uploads/2020/11/AGherbMIX_catalogue.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33J.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33J.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33J.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33J.pdf
https://ebn2.arkray.co.jp/wp-content/uploads/2020/11/AGherbMIX_catalogue.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33.pdf
https://www.toukastress.jp/webj/article/2019/GS19-33.pdf
https://ebn2.arkray.co.jp/wp-content/uploads/2020/11/AGherbMIX_catalogue.pdf


12

製品 AGハーブMIX

摂取量 100mg/ 日

摂取期間 12週間

被験者 40歳以上65歳未満の皮膚AGEs沈着量の多い女性：40名

デザイン プラセボ食摂取群対象・ダブルブラインド並行群間比較試験

測定部位は右上腕内側部

（肘頭から肩側へ10cm 位）

AGE Reader SU

ṕDiagnOptics Ṗ

製品 AGハーブMIX

摂取量 300mg

摂取期間 12週間

被験者 4名

デザイン オープン試験

AG MIX AGEs

試験結果

ṥ 3- ṕAGEs ṖṦ

試験結果

ṥ AGEs Ṧ



製品 AGハーブMIX

摂取量 600mg/ 日

摂取期間 12週間

被験者 2型糖尿病患者：7名

デザイン オープン試験 【参考情報】

ṕR7Ṗ ךּ

Kubo et al, J Clin Biochem Nut, 43(sppl1), 66 -69 (2008)

AG MIX

試験結果

ṥR7: Ṧ （弾力性：高）

（弾力性：低）

皮
膚

弾
力

性
：

R
7



製品 AGハーブMIX

摂取量 100mg/ 日

摂取期間 12週間

被験者 40歳以上65歳未満の皮膚AGEs沈着量の多い女性：40名

デザイン プラセボ食摂取群対象・ダブルブラインド並行群間比較試験

12

AG MIX

86.5

血中酸素飽和度指数 128.7

*ṕLאל Ṗ 104.6

赤みの度合い（a* ） 96.8

黄色みの度合い（b* ） 96.2

褐色のシミ 96.8

89.3

100

ṥ Ṧ

ṥVISIA Ṧ



製品 AGハーブMIX

摂取量 100mg/ 日

摂取期間 12週間

被験者 40歳以上65歳未満女性：15名

デザイン モニター試験（アンケート回答）

AG MIX

試験結果

ṥ ṕ Ṗ ︣ ṇ Ṧ

試験結果

ṥ ︣ ṇ Ṧ



ḱ

ṇ

打̧錠製品、発泡錠

コ̧ーティング製品

ソ̧フトカプセル

ハ̧ードカプセル

顆̧粒製品

プ̧ロテイン

コ̧ラーゲン

など

ワ̧ッフル

ス̧ノーボール

製̧パン

など

ミ̧ニペット

ミ̧ニボトル缶

ガ̧ラス瓶タイプ

など

三̧方ゼリー

※右記ゼリーの色は

AGハーブMIX以外の

原料由来

チ̧ョコレート

ドリンク

コ̧ラーゲン

ドリンク

AG MIX

・AGハーブMIXは ︡ ︣。

・AGハーブMIXは耐熱性があるため、熱がかかっても効果は損なわれません。

・1日分の食品に対し100 Ṍ600mg してください。
食品へ使用した場合の表示例）

ṇ ṕ ḭ ḭ ḭ ṇ ḭ Ṗ



פֿ
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פּ

¬ פּ º שּ ¬קּ ¬

¬ º ךּ

・温州みかんの秘めたる“チカラ”

・β-クリプトキサンチンとは

・製品設計、硬貨について

・アプリケーションについて
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פּ ¬ º

פּ אלשּ ḭ צּ ︣ כֿ צּ ḵ

2
インスリン抵抗性の改善

アルコール性 血中γ－GTP

非アルコール性 血中ALT

︡ לּ  

橈骨遠位1/3 での骨密度

ḱ

上腕－下肢での脈波速度

ṇ

פּ ︣

ṕ Ṗ

・三ヶ日町（現在の浜松市北区三ヶ日町）は

みかん農家が多い地域でみかん摂取量が

幅広く分布している地域。

・その地域の人たちの健康状態とみかんの

摂取量を10年間調査
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ḭ

ḱ ḱ

פּ
-͡

・カロテノイド色素の一種。

・鮮やかな橙色を呈する。

・体内でビタミンAに変換される。

・温州みかんに特に多く含まれる。

・カロテノイドの中でも

特に体内への吸収、蓄積されやすい特性。

（β-カロテンの7倍）

ḱ

：みかん果汁を製造する中で

β-クリプトキサンチンの多い

パルプ分が廃棄されている

：秋～春先の摂取にも関わらず、

季節を問わない様々な健康

効果が得られる。

ᴛ ЬϸрОиФ

ϼзФЕЦ˔Ќ

 ṇ D（β-CRP：1.0mg/g 以上） 

 ṇ C15  （β-CRP：1.5mg/g 以上）

性状：橙色の粉末製品

製品荷姿：1kg （アルミ袋、脱酸素剤入り）

食品表示例：温州みかん粉末／

酸化防止剤（ビタミンC）

͡

ףּ
ṕ 5909084 Ṗ

ḱ

ḱ

ḱ
成人男女6名が被検食をβ-CRPとして

15mg/ 日を4週間連続摂取

β-クリプトキサンチンは酸素と接すること

で減衰する特徴があるが、ビタミンCを配合

することで減衰を抑えることが可能。

製品外観
ú

引用：植木屋商店

オンラインショップ

（https://uekiya.net/news/19157. html ）

https://uekiya.net/news/19157.html
https://uekiya.net/news/19157.html
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ᴛ ЬϸрОиФ

ϼзФЕЦ˔Ќ

2 ḱ

ḱ

ḱ /

ḱ

ḱBMI

ḱ

ḱ

ḱ ṇ -͢GTP

ḱ ṇ ALT

ḱ ḭ

ṇ Ṅ

Ṅ צּ אל ךּ ︣Ḯ

ḭךּ ḱ Ḯ

・カロテノイドの中でも抜群の吸収性を

示し、 -͡ 7 とされる。

・ して血中に移行する。

・特に と一緒に摂取することで

3צּ 高まる。

・生果よりも したことで

אל צּ ךּ ため、

צּ 。

Ḳ ךּ

Ḳ

・エネルギーを取り過ぎて肥大した白色脂

肪細胞のサイズを小さくします。

・さらに白色脂肪細胞をエネルギー消費を

するベージュ細胞へと変化させます。

・結果として、脂質代謝が改善し

ダイエット効果が得られます。

Ḳ

・抗酸化性の高いカロテノイドの一種。

・β-カロテンと同等の抗酸化性を示す。

・骨を作る「骨芽細胞」の増殖と分化を

促進させます。

・骨を壊す「破骨細胞」の分化を抑制します。

・結果として骨密度を高く保ち、

骨粗鬆症の予防につながります。



製品 クリプトベータD,C15

摂取量 D換算：500mg/day 、C15換算：340mg/day

摂取期間 12週間

デザイン プラセボ食摂取群対象・ダブルブラインド並行群間比較試験

試験結果

ṥLDLṨ ṇ Ṧ

※喫煙者を除き、β-CRP摂取群と「プラセボ群で食事由来β-CRPがより少ない」群

試験結果

ṥ Ṧ

※中性脂肪基準範囲の中央値（92mg/dL ）以上



製品 クリプトベータD,C15

摂取量 D換算：500mg/day 、C15換算：340mg/day

摂取期間 12週間

デザイン プラセボ食摂取群対象・ダブルブラインド並行群間比較試験

試験結果

ṥNon -HDL ṇ Ṧ

試験結果

ṥ Ṧ
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p=
0.063

製品 クリプトベータD,C15

摂取量 D換算：500mg/day 、C15換算：340mg/day

摂取期間 12週間

デザイン プラセボ食摂取群対象・ダブルブラインド並行群間比較試験

/

試験結果

ṥ / Ṧ Placebo group ṕn = 18 Ṗ

-͡ CRP group ṕn = 19 Ṗ

Sourcehttps://www.pieronline.jp/content/article/0386-3603/48110/1935

Source ：
https://www.pieronline.jp/content/article/0386 -3603/48110/1935

・ウエストヒップ比

（WHR） は、ウエストの

周囲とヒップの周囲を

比較する尺度です。

・ウエストの測定値を

ヒップの測定値で割って計算されます。

・この比率は、体脂肪の分布と全体的な健康状態の指標と

してよく使用され、日本人女性の平均値は0.8 です。

/ ךּ

0.76

0.80

0.84

0 Weeks 6 weeks 12 Weeks

W
a

is
t/

h
ip

 r
a

ti
o

MEAN SEM
t- test （inter -group ）

paired t - test （intra -group ）

p=
0.029

p=0.041

WHR ךּ ךּ

ṇ

脂肪分布 主に腰や太もも周り 主に腹部周辺に集中

内臓脂肪 内臓脂肪が少ない傾向 内臓脂肪が多い傾向

健康リスク
傾向

低い 高い

試験結果

ṥ / Ṧ

¬ ¬

Placebo group ṕn = 9 Ṗ

-͡ CRP group ṕn = 11 Ṗ

https://www.kyoto-u.ac.jp/sites/default/files/embed/jaresearchresearch_results2015documents151217_101.pdf
https://www.pieronline.jp/content/article/0386-3603/48110/1935
https://www.pieronline.jp/content/article/0386-3603/48110/1935
https://www.pieronline.jp/content/article/0386-3603/48110/1935


製品 クリプトベータD,C15

摂取量 下記参照

摂取期間 12週間

デザイン オープン試験・摂取量別・各摂取量20名

試験結果
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Dunnett's Multiple Comparisons
＊＊：p<0.01( Comparison of 0 and 12 weeks in the group)
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ソ̧フトカプセル

ハ̧ードカプセル

打̧錠製品、発泡錠

コ̧ーティング製品

顆̧粒製品

プ̧ロテイン

コ̧ラーゲン

など

和̧菓子

洋̧菓子

製̧パン

など

ミ̧ニボトル缶

ミ̧ニペット

など

三̧方ゼリー

パ̧ウチゼリー

果̧実飲料

フ̧ローズン

ドリンク

ホ̧イップクリーム

・クリプトベータは水に溶解せず、分散します。

・鮮やかな橙色を付与することができますが、糖質の含有量が少ないため、見た目ほどみかんの風味はしません。

・β-クリプトキサンチンは酸素に弱い性質があるため、空気に触れると減衰します。

・1日分の食品に対し340 ～2,000mg 配合してください。

食品へ使用した場合の表示例）
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פּ ṇ
〒601 -8046 京都府京都市南区東九条西山町8

TEL：050 -5830 -1040 、FAX：075 -431 -1253

URL：https://ebn2.arkray.co.jp/

ךּ ךּ︠פֿ ︡ פֿ שּ Ḯךּאל

Ḳ

Mail：takimura.td@arkray.co.jp

Phone：090 -9213 -8986

Ḳ

Mail：sakahira.cw@arkray.co.jp

Phone：090 -9264 -9076
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mailto:takimura.td@arkray.co.jp
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